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知事表敬
人事異動に伴う北陸地方整備局長の新任挨拶
最近の完成工事から
金沢港ライトアップ 石川県土木部港湾課

≪石川の工芸シリーズ㉙≫ 石川県立美術館蔵
ふくしょく せい か か じつ

服飾「盛夏果実」
かなまる すいめい

金丸 水明【大正6（1917）年－平成16（2004）年】
制作年／昭和55（1980）年 サイズ／丈187.8×裄68.2cm 技法／友禅
金沢市に生まれた金丸水明は昭和7（1932）年より村田与一に、昭和27（1952）年より木村雨山に師事し、
伝統的な加賀友禅に現代的な感覚を盛り込んだ若々しい作品を創作した。本作品について作者は「青り
んごの樹を内側から見ると、逆光のりんごは何ともいえぬ美しい姿に見えた」「そのスケッチを手本に
本麻服飾の着物で表現した」と、第5回石川県工芸作家選抜美術展出展の際に述べている。
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協 会 報(2) 令和2年8月号

今月の

7月8日（水）午後1時から、石川
県建設業協会の平櫻 保会長、
鶴山庄市副会長、江口介一副会長、
橋本和雄副会長、中市勝也副会長
の各副会長、山岸 勇専務理事の
6名で谷本正憲知事を表敬訪問し
た。
平櫻会長から新体制の挨拶を行
った後、金沢城公園の魅力向上（鼠
多門・橋の完成と回遊ルート形
成、ライトアップ）、金沢港の機
能強化（賑わいの創出等）、広域道路ネットワークの整備促進（金沢外環状道路、のと里山海道等）等の
事業費を盛り込んだ令和2年度予算（実質当初予算）並びに設計労務単価の早期改定（3月1日）について感謝
の意を伝えるとともに、新型コロナウイルスの影響により、民間発注工事が急減していることから、景気
浮揚対策としての公共事業の推進などについてお願いした。
知事からは、金沢港クルーズターミナルを核とした金沢港機能強化整備、鼠多門・橋、二の丸御殿の復
元など金沢城公園の整備促進、新県立図書館の建設、河川改修・堆積土砂の除去など、石川のインフラ整
備の展望等についてお話があった。その後、県内の社会資本整備のあり方について活発な懇談をさせてい
ただいた。
知事表敬後に、中西吉明副知事、田中新太郎副知事並びに城ケ﨑正人土木部長（他土木部幹部）、
安田秀樹農林水産部長（他農林水産部幹部）への挨拶を行った。
なお、城ケ﨑土木部長には、県事業に加え北陸新幹線関連事業受託（金沢敦賀間）における県内業者の
受注機会の拡大について、安田農林水産部長には、国営総合農地防災事業「河北潟周辺地区」における県
内業者の受注機会の拡大についてそれぞれ要望した。

知事表敬

谷本知事との懇談

城ケ﨑土木部長との懇談 安田農林水産部長との懇談
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本年7月21日付けで、国土交通
省北陸地方整備局長に着任した
岡村次郎氏が、7月31日（金）、石
川県建設業協会を訪問され、
平櫻 保会長ほか副会長、常置委
員長、事務局役員が出迎え新任の
ご挨拶をいただいた。
岡村局長は、挨拶で「この度の
球磨川の氾濫については、これま
でにない雨量により水位が稀にみ
る高さとなった。最近は、このよ
うな異常なことが起こりやすい気
象条件になっている。防災・減災、
国土強靭化のための3カ年緊急対
策は今年度で終わるが、引き続き
防災対策が必要であると認識して
いる。また、石川県建設業協会で
は、女性部会の設立準備が進んで
いると聞いているが、業界におけ
る女性活躍の推進をはじめ、建設産業が若者にとって魅力ある業界となるために、皆様と連携しながら諸
対策に取り組んで参りたい。」と述べられた。その後、地域情勢や当面の課題等について和やかに懇談が
行われた。山田哲也金沢河川国道事務所長が同行した。
なお、7月17日（金）には、7月1日付けで同局総務部長に着任した遠山英子氏、8月3日（月）には、8月1日
付けで金沢河川国道事務所長に着任した近藤勝俊氏がそれぞれ訪問され新任のご挨拶をいただいた。

人事異動に伴う北陸地方整備局長の新任挨拶

岡村北陸地方整備局長

【岡村局長略歴】
平成 2年 3月 東京大学大学院工学系研究科 修了

4月 建設省（現国土交通省）採用
29年 7月 国土交通省 水管理・国土保全局 河川計画課長
30年 7月 同 大臣官房 技術調査課長

令和 2年 7月 現職

遠山北陸地方整備局総務部長（右） 近藤金沢河川国道事務所長



協 会 報(4) 令和2年8月号

1 はじめに
金沢港は、近年、貨物やクルーズ船の寄港が急増し、大きく変貌しております。こうした変化に対応す
るため、開港50周年の節目に合わせ、金沢港クルーズターミナル（写真－1）をはじめとする機能強化整
備を進め、この春完了しました。
新型コロナウイルスの影響により、クルーズターミナルは2ヶ月遅れで6月1日にオープンしましたが、
国内最大級の画面による操船シミュレーターや、地元の海産物を提供するレストランなどが好評を博し、
1ヶ月で6万人を超える方が来館されるなど、高い関心を集めています。（写真－2、3）
一方、夜の金沢港は、これまで、保安や荷役作業に必要な最小限の照明しかありませんでしたが、クレー
ンや船舶等の港特有の施設や、金沢港大橋などをライトアップすることにより、昼間のクルーズターミナ
ルを核とした賑わいに加え、夜の新しい魅力を創出することとしました。

写真－1 金沢港クルーズターミナル 写真－2 操船シミュレーター 写真－3 レストラン

2 事業概要

図－1 金沢港ライトアップの概要

最近の完成工事から

金沢港ライトアップ
石川県土木部港湾課
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金沢港ライトアップには3つの特徴があります。
1点目は堀込港湾という特徴を活かし、対岸の五郎島から金沢港大橋、ガントリークレーンにかけて港

内を包み込むように石川らしい「加賀五彩」で照らし、幻想的な夜間景観を創出します。（図－1）
2点目として、クルーズターミナル前の無量寺ふ頭において、音楽とともに、「風に揺らめく水面」な
ど、加賀五彩の色ごとに動きのある模様を演出します。（写真－4）
3点目として、核となるクルーズターミナルは、建物の特徴である屋根の波の形を強調するほか、ガラ
ス張りの建物を内部から照らすことにより際立たせ、夜のランドマークにしたいと考えています。
（写真－5）
このように掘込港湾の特徴を活かし、港湾設備を含め、港内全体をライトアップするのは、ここ金沢港
が日本初であり、是非、県民の皆様をはじめ多くの方々に、ここでしか堪能することのできない美しい夜
の港の景観を楽しんでいただきたいと思います。

写真－4 クルーズターミナル前 写真－5 クルーズターミナル

3 点灯式
7月3日には、知事や県議会議員、金沢市長をはじめ多くの関係者の方々にご出席いただき、ライトア

ップの点灯式を執り行いました。（写真－6、7、8）
※ライトアップ点灯時間：毎日日没から21時（年末年始を除く）

写真－6 式典の様子 写真－7 ライトアップ点灯 写真－8 ライトアップの状況

4 さいごに
最後に、本事業を進めるにあたり、多大なるご尽力をいただきました関係各位にこの場を借りて心から
感謝申し上げます。
そして、開港50周年という大きな節目を迎えた金沢港が、「貨物」、「クルーズ」だけでなく、多くの人
が集い、楽しめる「人」の交流拠点としてさらに発展していくことを期待しています。
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■工 事 名 県央土木総合事務所等移転整備工事
（庁舎棟・建築）

■工 事 分 野 建築（営繕）工事

■施 工 場 所 金沢市直江町 地内

■工 事 概 要
鉄骨造 4階建て 延べ面積 6,080.88㎡ 新築工事

■工 期 平成29年9月29日～平成31年1月22日

■推 薦 理 由
北面のカーテンウオール、南面のはねだしのPC床
・袖壁など施工精度が求められる工事であり、特に施
工が煩雑であるPC床・袖壁について通りよく施工す
るため、施工工程がわかりやすい図解の作成や独自の
チェックリストを作成するなど、品質管理や施工管理
に工夫を行い施工した。
また、1年を超える長期工事であり、生産性・作業
環境の向上のため、まだ導入例の少ないドローンの活
用、男女別の快適トイレの設置、ドライミストの設置、
掘削にICTを活用するなど、先行した取り組みを積
極的に採用している。

令和元年度 土木部優良建設工事 知事表彰の紹介
vol.12

施工企業名：豊蔵・橘・岡特定建設工事共同企業体

北面外観 カーテンウォール面：北西より撮影

南面外観 庇PC床・袖壁：南西より撮影

全体配置図

全体総合仮設計画図 PC工事と施工順序
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■現場代理人のコメント
この度は、名誉ある優良工事知事表彰を賜り、誠にありがとうございます。
これも担当監督員及び土木部営繕課の皆様のご指導と、地域住民の皆様方、工
事関係者の方々の協力のおかげであると、深く感謝申し上げます。
本工事は、平成30年11月に南側の敷地を別途外構工事に明け渡すという制限が

あり南面の外装工程が重要ポイントとなりました。
南面は庇PCスラブ・袖壁があるため、1階から上階へPC取付と躯体スラブを

順に施工するという通常の鉄骨建物とは異なる工程となり、施工時期や施工順序
を十分に計画したうえで進めました。
また、再生木の庇袖壁や日除けアルミパネルなど多種の仕上があり、工程の調
整には苦労しましたが、無事期限内に終わることができました。
工事がスムーズに進むように、杭のPM工法やICT建機という新しい技術を採
用し安全の確保・品質向上・生産性向上に努めました。
今後もこの受賞を励みとし、さらなる技術の向上を図り、地域社会に貢献でき
るよう努力してまいりたいと思います。

現場代理人
中田光栄氏

杭工事にPM（パイリングメジャーメント）工法を採用し品質の向上を図った

根切掘削にICT建機を使用し小人数で正確な施工を行った

南面庇PCスラブ施工状況
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■工 事 名 平成29年度 県営ほ場整備事業（面的集積型） 高階第2地区 区画整理工事

■施 工 場 所 七尾市池崎町、満仁町 地内

■工 事 概 要
区画整理工A=3.3ha
整地工A=3.3ha、用水路工L=418m、排水路工L=509m、道路工L=517m

■工 期 平成30年3月28日～平成30年11月30日

■推 薦 理 由
狭小かつ軟弱地盤でのほ場整備工事
本工事は、両側を山に挟まれた狭小な谷内田で、かつ軟弱な地盤でのほ場整備工事である。基盤の所々
から確認された湧水を適切に処理するとともに、盛土範囲については地盤の挙動に注意した施工が求めら
れたことから、施工前にはポータブルコーン貫入試験により軟弱区間の分布を把握し、施工中は沈下板に
よる動態観測を行うなどして安定した基盤造成に努めた。また、自主的に自社管理基準を設定し、フルオー
トコントロールシステムを搭載した湿地ブルとレーザーレベル等を使用することにより、精密な施工管理
を実現し、すべての項目において管理基準値を満たす優良な仕上がりであった。

令和元年度 農林水産部優良建設工事 知事表彰の紹介
vol.13

施工企業名：姥浦建設株式会社

計画平面図 完成
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■現場代理人のコメント
この度、当工事が優良建設工事として石川県知事表彰を頂いたことは、当社工
事部の目標であったため、私はもちろんのこと社員一同大変嬉しく、光栄に思っ
ております。他界した前社長も喜んでいることと思います。ご指導を賜りました
発注者の皆様、また地元住民の皆様、協力業者の方々には、深く感謝しておりま
す。
本工事は、谷内田であり湧水が多く、腐葉土が堆積した軟弱地盤という条件で
のほ場整備工事でした。
工事施工に当たり、現地踏査したところ排水状態が非常に悪く田内に滞水して

いたため、仮排水路を施した後先行して湧水処理及び排水フリュームの施工を行
うことにより、現地盤の排水状態が良好となり乾田化を促し施工を行いました。
また、重機の進入・施工が困難な軟弱箇所においては、ポータブルコーン貫入
試験を監督員立会のもと行い軟弱箇所を把握し対応、対策を施すとともに、重機
足場に敷き鉄板を施し基盤を乱さないよう工夫することで安定した基盤を構築す
る事が出来ました。施工時期は、天候にも恵まれ工期に十分余裕をもって竣工す
ることができました。
今後もこの表彰に恥じないよう、発注者の方々、地域の方々、他社の方々から
尊敬・感謝される仕事を目指し頑張っていきたいと思います。

現場代理人
畑中 誠氏

ホクリクサンショウウオの保護 ポータブルコーン貫入試験

排水路施工状況 湧水処理施工状況
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【B.S.I.の見方】
B.S.I.（ビジネス・サーベイ・インデックス＝景況判断指数）は、「良い」「悪い」など意識調査の回答数
の構成比から全体の趨勢を判断するものです。以下の計算式により数値化して求められます。

（「良い」と回答した企業割合－「悪い」と回答した企業割合）×1／2
※「変わらず」は除いて計算

お問い合わせ先
東日本建設業保証（株）石川支店 TEL：076‐242‐1231

2020年度第1回 建設業景況調査（石川県版）
東日本建設業保証（株） 石川支店

＜概 要＞

○民間工事は、「減少」傾向がかなり強まっている。
来期は、「減少」傾向が続く見通し。

○地元建設業界の景気は、「悪い」傾向が強まっている。
来期は、「悪い」傾向が強まる見通し。

○受注総額は、「減少」傾向が強まっている。
来期は、「減少」傾向がやや強まる見通し。

【今期：前期（2020年1~3月）に比べた今期（2020年4~6月）の状況】
【来期：今期（2020年4~6月）に比べた来期（2020年7~9月）の状況】

項 目

前期 今期 来期

B.S.I.値 推移方向
（前期比）

B.S.I.値 推移方向
（今期比）

B.S.I.値

⑴業 況 等 地元建設業界の景気※ ▲12.0 � ▲19.0 � ▲26.0

⑵受 注

受 注 総 額※ ▲14.5 � ▲21.0 � ▲24.5

官 公 庁 工 事※ ▲11.5 � ▲16.0 � ▲25.0

民 間 工 事※ ▲8.5 � ▲26.0 � ▲24.5

⑶資 材
資 材 の 調 達※ ▲11.5 � ▲8.5 � ▲3.5

資 材 の 価 格 12.0 � 10.5 � 11.5

⑷労 務
建 設 労 働 者 の 確 保※ ▲17.5 � ▲16.0 � ▲15.5

建 設 労 働 者 の 賃 金 12.0 � 14.5 � 10.0

⑸収 益 ※ ▲11.0 � ▲15.5 � ▲21.0
（注）・B.S.I.値のプラスは、良い、増加、容易、上昇の傾向を示す。

・B.S.I.値のマイナスは、悪い、減少、困難、下降の傾向を示す。
・表中の※印は、季節調整項目を示す。
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昨年10月6日（日）に開催された「はくい福祉まつり」に建設業協会として初めて参加し、園児や児童を

対象に開催した“ミニショベルカーによるボールすくい”について紹介します。

この活動は普段は身近にない建設機械に親しんでもらうことで建設業への理解と関心を深めてもらえる

ように羽咋市及び社会福祉協議会が主催するイベントに合わせ企画したもので、これまでも青年部会が中

心となり、羽咋郡市の保育園を巡回し行っている活動です。

当日は晴天の中、協会員による指導のもと、約120名の子供たちが順番に、用意したミニショベルカー

のアームを操作して、水槽の中のカラーボールを

すくい上げる操作を行い大好評でした。

この「はくい福祉まつり」は、「つなごう その

手 伝われ ぬくもり」をテーマに、福祉への理解

を深めてもらうための催しで、市内外から82の

協力団体とボランティアが集まり、羽咋体育館と

羽咋すこやかセンターの屋内外を会場として、模

擬店やステージイベントも開催され、一日で約8

千人の来場者がありました。

今年度のイベント開催は、新型コロナウイルス感染予防の観点から既に中止が決定されており、実施す

ることはできませんが、当協会ではこれからもこのような地域活性化につながる活動に積極的に参加して、

建設業への理解を深めてもらうとともに、地域との絆を大切にしていきたいと考えています。

地区協会コーナー
「地域とのふれあい活動」

～ミニショベルカーによるボールすくいの開催～
（一社）羽咋郡市建設業協会
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弊社は、祖父の寺西金忠が旧柳田村（現能登町

柳田）で、昭和25年6月に寺西電気商会と岩井戸

製材所を創業し、昭和30年12月に寺西建設を新

たに立ち上げました。その後、昭和51年2月に寺

西建設株式会社として法人に組織変更し現在に至

ります。

おかげさまで弊社は、今年で創業70周年を迎

えることができました。何度も苦しい時期があり

ましたが、関係者の皆様と従業員およびそのご家

族のお力により乗り越えることができました。改

めて感謝申し上げます。

創業以来、奥能登地区の発展と社会資本整備の

ため、旧柳田村地域を中心に公共土木工事（道路

・河川・砂防・急傾斜地・林道・ほ場整備等）を

主として施工してきました。この地域は奥能登第

2の標高の鉢伏山がある丘陵地なので、とくに砂

防・治山関係工事に多く携わっています。周辺に

は貴重な動植物が生息し、山頂付近は「森林浴の

森 日本100選」に選定されたブナの原生林があ

り、奥能登でも特に自然が豊かな土地です。弊社

も環境に調和できる会社として環境関係プログラ

ムを複数取得しており、今後も環境社会への貢献

を信念に事業を継続していきたいと考えておりま

す。

最近の課題としては、従業員の高齢化と人員不

足です。過疎化・高齢化の著しい奥能登地域では、

他の地域にくらべてより深刻な問題であります。

弊社は今後の対策として、「いしかわ男女共同

参画推進宣言企業（女性活躍加速化クラス）」と

「いしかわ健康経営宣言企業」に登録しているこ

とを活用し、社員がいきいきと働くことができる

職場環境を構築していきます。

最後になりますが、地域を支える建設業を誇り

とし、なお一層地域のために貢献していくことを

目指して参ります。

次回は株式会社鍛治建設 代表取締役

鍛治龍彦さんにバトンをお渡ししますので、よ

ろしくお願いします。

（寺西建設株式会社 代表取締役 寺西芳光）

会員リレーコーナー
○200 寺西建設株式会社

（所在地：石川県鳳珠郡能登町字柳田梅26‐1）

創業者（祖父）と愛用のトラック
社 章
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今月の さん
白山市平松町の協和道路（株）本社事務所に今月の輝
きさん見田 知さんを訪ねました。

－はじめに、あなたの会社について教えてください。
私が勤務する協和道路株式会社は、舗装工事業をは
じめ、アスファルト合材並びに土木資材の販売等を行
う社員数63名の会社です。昭和51年3月に金沢市で設
立し、白山市に本社事務所と白山支店、穴水町に能登
営業所、富山県射水市に富山営業所があります。私は、
本社事務所の管理部に所属しています。

－あなたの経歴について教えてください。
私は金沢市で生まれ、高校卒業後、歯科衛生士を目
指して金沢市内にある歯科医療専門学校に入学しまし
た。卒業後2年余り歯科医院で働いた後、昨年の2月1
日、ご縁があって今の会社に入社しました。

－歯科衛生士からの転職ですが理由は？
将来的に資格を持って働ける仕事が良いと思い、歯
科衛生士の道を選んだのですが、歯科医院で働くうち
に、私が抱いていた仕事に対する思いとは何か違うも

のを感じるようになり転職を決意しました。医院を退職し仕事を探しているときに、情報誌の求人広告で
今の会社を知りました。職種は事務職で社会保障制度もしっかりしていたので面接を受け、採用していた
だきました。

－入社して1年半が経過しましたが今の感想は？
建設業は男社会のイメージが強く多少の不安もありましたが、上司や先輩をはじめ現場の作業員の方々
も優しい方ばかりで、今はとても楽しく仕事をさせていただいています。管理部の仕事は、作業日報の入
力・管理や請求書の作成業務など、現場の皆さんとの連携が不可欠な部分が多いので、これからもしっか
りとコミュニケーションをとりながら正確な仕事に心掛けていきたいと思います。

－趣味、休日の過ごし方等について教えてください。
小学校から高校までバスケットボールをしていました。高校3年生の県大会でベスト4に入り北信越大
会に出場したことが良い思い出です。子供の頃から海・山にキャンプに出掛けるなどアウトドアを楽しむ
家族でした。その影響もあって私もアウトドアが大好きです。新型コロナウイルス感染症が収束したら家
族や友人と海、山に出かけリフレッシュしたいと思います。

－最後に将来の夢、目標は？
まだまだ勉強中の身ですが、当面の目標は建設業経理士の資格を取ることです。9月に試験があるので
合格できるよう頑張ります。そして、一日も早く仕事を覚え、安心して業務を任せていただけるようにな
りたいです。

No. 65

み た とも

協和道路株式会社 見田 知さん
所 属：管理部
経験年数：1年6ヶ月
年 齢：25歳

けんせつ一番星☆
「-Sunset Express-MOVE」毎月第4火曜日 18 : 00～18 : 05

エフエム石川で毎回、建設業界で働く業界のホープ「けんせつ一番星☆」の方にインタビュー
し建設業界の魅力や仕事への意気込みなどに迫ります。
是非お聞きください。

���������������������������������������
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令和2年建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰で、当協会関
係では、建設事業関係功労者として、本田正敏理事（（株）本田工
務店代表取締役社長）、沢野 哲元理事（（株）沢野組代表取締役
社長）が受賞されました。両氏に敬意と祝意を表しますとともに、
更なるご活躍を祈念申し上げます。

（一社）石川県建設業協会（会長 平櫻 保）は、東日本建設業保証（株）の共催で、7月30日（木）午前11
時より、金沢ニューグランドホテル4階「金扇」にて、女性部会設立に向けた準備会（幹事会）を開催した。
準備会には、各地区協会より推薦された協会会員企業に所属する女性職員、および各地区協会の女性職
員、建設青年委員会、東日本建設業保証（株）、事務局の計32名が参加した。
冒頭、北川隆明建設青年委員会委員長より「今後の建設業には女性の活躍が欠かせない。協会として女
性部会の設立に向けて後押ししていきたい。今日お集まりの皆さんで女性部会の立ち上げに向けて色々な
意見を出していただいて、女性部会を皆さんの力で盛り上げていっていただきたい」と挨拶した。
続いて、山岸 勇専務理事が、女性活躍社会実現に向けた県協会や全国での取り組みについて説明した
後、出席者全員で設置要綱などを承認した。

〇女性活躍社会実現に向けた取り組み状況
（1）石川県建設業協会の取り組み 他
（2）全国での取り組み（国土交通省、全建、各都道府県協会）

〇女性部会の設立に向けた準備会（幹事会）
（1）設置要綱（案）
（2）スケジュール（案）

引き続き、本部会の会長および副会長の選出が行われ、会長には
加賀建設（株）の森高靖子氏、副会長には（株）丸西組の石川容子氏が
選任された。
その後の交流会では、各テーブルにて、女性部会の愛称や今後の
活動内容などが話し合われた。愛称では「かがやき」「結」「ひゃく
まんごく」「いぬわし」等のキーワードが出され、今後の愛称決定
の際の候補として活用することとなった。部会設立後の活動につい
ては、親子での現場見学会やセミナーの開催、県外の女性部会との
交流、女性部会での活動をインスタグラムやfacebook等のSNSを
活用して情報発信するなどの提案があった。
今後、協会では、会員企業に所属する女性職員等を対象に募集を
行い、女性部会設立に向けた総会を開くことを予定している。

協 会 だ よ り

令和2年 建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰受賞者の紹介

女性部会設立に向けた準備会（幹事会）の開催

本田正敏氏 沢野 哲氏
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会議状況

万行副所長より講演

鈴木技監より講演

土木委員会

◎第1回全体会議・講演会の開催
土木委員会（委員長 竹腰勇ノ介）の構成員が一堂に会する全体
会議が、7月20日（月）に石川県建設総合センター7階ホールにおい
て開催された。
会議開始前に、金沢河川国道事務所副所長の万行康文氏より「平
成2年度事業計画並びに予算等について」と題し、①令和2年度予
算の概要、②安全で安心な地域づくり、③活力ある地域づくり、④
北陸地方整備局直轄事業の執行方針、⑤千曲川の緊急復旧状況等に
ついてのご講演を、石川県技監（土木担当）の鈴木 穣氏より「平
成2年度事業計画並びに予算等について」と題し、①土木部の基本
方針、②北陸新幹線金沢開業効果を持続・拡大に向けた交流基盤の
整備促進、③県民の安全・安心の確保、④建設業の経営基盤強化に
ついてのご講演を拝聴した。
会議では、竹腰委員長ほか53名の委員等と県協会土木委員会担
当の鶴山副会長が出席し、下記の議事について事務局より報告事項
及び審議事項の説明を行い、出席者から質疑や意見交換が交わされ、
満場一致で了承され散会した。
〈報告・審議事項〉
○役員改選・委員所属部会について
○平成元年度活動報告及び決算報告について
○令和2年度活動計画及び予算について
○地区協会との意見交換会について
○最近の話題について（情報提供）
○その他

建築委員会

◎全体会議の開催
建築委員会（委員長 真柄卓司）は、7月21日（火）、石川県建設

総合センターにて、委員36名出席の下、令和2年度第1回建築委員
会全体会議を開催した。
真柄委員長の挨拶に続き、県参与畝本秀一氏より「令和2年度の
県建築住宅行政と営繕工事について」の標題で建築基準法・建築士
法・建築物省エネ法・都市再生特別措置法等の改正、住宅の耐震化

委 員 会 の 開 催
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促進、既存の塀の安全対策、令和元年度営繕課事業の概要、労務単価、総合評価方式の改訂等について説
明を受けた。特に、総合評価方式の技術提案書の書き方については、未だに行数、文字数の制限により、
せっかくの提案が採点されない場合があることから、再度詳細に説明を受けた。
引き続き議題に入り、事務局より、建築委員会組織編成の改正・新入会員の紹介、昨年度の事業報告・
決算報告、本年度の事業計画・予算案等について説明があり、今後各部会で審議を深めながら委員会事業
を進めていくこととし、岡副委員長の挨拶で閉会となった。

土地改良委員会

◎北陸農政局長への施策提案
土地改良委員会（委員長 岡田康晴）は、7月31日（金）、岡田委

員長ほか役員6名で北陸農政局を訪れ施策提案を行った。
冒頭、岡田委員長が挨拶し、同局農村振興部長に対し「農業農村
整備事業の推進に関する提案書」を手渡した後、次の3項目を要望
するとともに意見交換を行った。

【要望事項】
1 農業農村整備事業予算の持続的かつ安定的確保について
「地域の守り手」としての使命を果たしていくためには、持続的で健全な企業経営が不可欠であるこ
とから、農業農村整備事業等の関係予算の確保を要望。

2 受注機会の確保について
会員の長年にわたる農業農村整備事業の施工実績、災害事業等の緊急対応、家畜伝染病の防疫対応

など、「地域の守り手」の役割を担っていることを評価し、地元企業の受注機会の確保を要望。

3 改正品確法に基づく施工実態を反映した施工歩掛の設定について
県内の農業農村整備事業では、地形勾配や地質の状況から施工の制約を受けることが多く、重機等
の施工実態を十分に反映した適切な歩掛を早急に設定するよう要望。

広報・研修委員会

◎委員会の開催
広報・研修委員会（委員長 髙田直人）は、7月16日（木）午後4

時からホテル日航金沢において、令和2年度第1回委員会を開催し
た。冒頭、髙田委員長は、「本日は新体制下で最初の委員会ですが、
委員の皆様には、建設業協会の対外的広報力の強化並びに効果的な
研修事業にご尽力をお願いしたい。」と挨拶。その後、下記事項に
ついて審議・報告が行われた。
〔審議・報告事項〕
1 協会報8月号について
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2 令和2年度「協会報による県政出前講座の紹介」について
3 広報力強化のための「広報等に関するアンケート調査」の実施について
4 研修所からのお知らせ
・令和2年度事業計画について
・令和2年度第42回測量コンテストの開催について

担い手確保・育成等特別委員会

◎委員会の開催
担い手確保・育成等特別委員会（委員長 岡 昌弘）は、7月29

日（水）午前11時より石川県建設総合センター6階特別会議室におい
て、委員31名の出席にて令和2年度第1回目の委員会を開催した。本
年度より、委員会名称が「雇用対策特別委員会」から「担い手確保
・育成等特別委員会」に変更となった。
冒頭、岡委員長より「建設業は激甚化する自然災害に対しては、「命
を守る公共事業の担い手」として、インフラの老朽化対策においては、地域の実情を熟知した「地域の守
り手」として、また、人口減少の時代にあっても活力を持った「地方創生の担い手」として、その果たす
べき役割はますます重要性を増しつつあります。しかしながら、技術者、技能者の高齢化が進む中、こう
した役割を持続するためには、建設業が経営基盤を安定させ、将来的な見通しを持って労働環境の改善や
人材育成に取り組むことにより、「夢のある産業」として魅力を高め、将来にわたって建設業の担い手を
継続的に確保するといった好循環の形成が求められております。」と挨拶した。
続いて、石川労働局職業安定部安定課、同局労働基準部監督課より最近の雇用情勢及び行政連絡、石川
県土木部監理課より担い手確保に向けた県の取り組みについて説明を受けた後、令和2年度事業計画案に
ついて審議を行った。
本年度は、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、児童や学生を対象とした建設業のPR活動が中止
となるなど、活動が限られている状況にあるが、今後の担い手確保に向けた課題の把握を目的とした会員
企業に対する雇用実態・経営状況に関するアンケート調査を実施することとした。

安全・環境対策特別委員会

◎正副委員長会議の開催
安全・環境対策特別委員会（委員長 藤内拓朗）は、7月2日（木）

午前10時30分から石川県建設総合センターにおいて、第1回正副委
員長会議を開催した。
藤内委員長の挨拶に続き、下記の議題について協議した。なお、
第1回委員会を7月27日（月）午前11時から開催することとした。
［議題］
1．令和2年度の委員会規定について
2．令和2年度の役員改選及び委員について
3．業務分担及び部会設置の可否について
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4．令和2年度の活動計画について
5．安全・環境対策特別委員会（第1回）の開催について

◎全体会議の開催
安全・環境対策特別委員会（委員長 藤内拓朗）は、7月27日（月）

午前11時から、石川県建設総合センターにおいて、委員18名、事
務局5名出席の下、令和2年度第1回全体会議を開催した。冒頭、
藤内委員長は、「安全・環境対策特別委員会は、県協会の特別委員
会の見直しにより、従前の環境情報対策特別委員会と暴力団等対策
特別委員会を合わせて新たに設置された。委員会として、各地区協
会にとって有意義な情報を発信していきたい。」と挨拶。続いて事務局から、委員の構成、事務分掌等に
ついての説明の後、令和2年度の活動計画が承認され、本田正敏副委員長の挨拶で閉会となった。なお、
委員会に、暴力団等反社会的勢力排除の啓発等を担当する「法令順守部会」、建設業の環境問題に関する
事項を担当する「建設環境部会」、建設労働者の各種事故防止に関する事項を担当する「労働安全部会」の
3部会を置き各課題に対処するとともに、3部会に属さないその他安全に関する事項については正副委員
長が担当することとした。

◎令和2年度「けんせつSDコンテスト」参加状況
令和2年度「けんせつセーフティー・ドライブ・コンテスト」は、6月1日から令和3年2月28日までの9
カ月間実施されます。本年度の参加状況及び年度別実施結果は下表のとおりですが、本コンテストへの参
加を契機に安全運転への誓いを新たに一人でも多くの皆さんの無事故無違反達成を願っています。

○令和2年度けんせつSDコンテスト参加状況

参 加 団 体
令和2年度参加状況

参加企業数 前年比 参加チーム数 前年比 参加人員数 前年比

金沢建設業協会 34 －2 110 ＋5 543 ＋24

加賀建設業協会 17 －1 22 －1 109 －5

小松能美建設業協会 36 ＋1 75 ±0 375 ±0

白山・石川建設業協会 46 ±0 66 ＋1 327 ＋5

河北郡市土建協同組合 26 ±0 29 －1 142 ＋1

羽咋郡市建設業協会 17 －2 32 －1 159 －6

七尾鹿島建設業協会 8 －17 26 －63 127 －311

鳳輪建設業協会 26 ±0 38 －1 189 －6

珠洲建設業協会 15 ±0 53 －1 262 －7

石川県建設業協会 ±0 3 ±0 14 ±0

合 計 225 －21 454 －62 2,247 －305
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◎「実務技術担当者講習会（金沢・能登）」の開催
実務技術担当者講習会を、7月13日（月）金沢市の石川県建設総合センター7階大ホール、14日（火）輪島

市の奥能登総合事務所会議室においてそれぞれ開催した。
金沢会場では59名、能登会場では36名の技術系社員が受講した。講習では、石川県土木部監理課技術
管理室瀬戸秀樹氏から、「石川県土木部における品質確保の取り組みについて」、（一社）測量設計業協会
小中 道、中村 誠の両氏から、『「3次元測量について」～測量から地形モデル作成まで～』と題し講義
をいただいた。
講習会終了後のアンケートでは、「大変参考になった。」「適切なテーマの講習でした。」などと高評価を
いただき大変有意義な講習会となった。

金沢会場 能登会場

◎「建設業経営講習会 in 能登2020」の開催
7月20日（月）午後1時30分から、輪島市の奥能登総合事務所で、東
日本建設業保証（株）及び土木施工管理技士会との共催による「建設
業経営講習会in能登2020」を開催した。
講習会には、能登地区を中心に技術系社員など36名が参加した。

（一社）鳳輪建設業協会の福池正人会長の挨拶の後、（株）建設経営
サービスの黒図茂雄氏から「総合評価の技術提案、高評価を得る作
成手法と内容」について講義をいただいた。
終了後のアンケートでは、ほとんどの参加者から、「技術提案を作成する上での考え方や具体的な方法
が大変参考になった。」「聞きやすく分かりやすい講習でした。」などと高評価をいただき大変有意義な講
習会となった。

建設技術研修所

○過去5年間の実施結果年別推移
実施年度 参加チーム数 達成チーム数 チーム達成率 参加人員 達成者数 個人達成率
H26年度 523 295 56.4％ 2,592 2,298 88.7％
H27年度 541 340 62.8％ 2,692 2,443 90.8％
H28年度 548 321 58.6％ 2,724 2,436 89.4％
H29年度 568 372 65.5％ 2,821 2,570 91.1％
H30年度 519 336 64.7％ 2,576 2,352 91.3％
R元年度 516 336 65.1％ 2,552 2,328 91.2％
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◎令和2年度「第2回登録解体工事講習会」の開催案内

下記日程にて「登録解体工事講習会」を開催しますのでご案内申し上げます。

石川県土木施工管理技士会（会長 鶴山庄市）は、令和2年度の
第2回役員会を7月21日（火）に金沢市内会議所で開催した。
会議は、下記の議事内容について報告事項・審議事項について事
務局より説明を行い、すべての案件について了承され散会した。
＜報告・審議事項＞
〇令和2年度通常総会書面決議の結果について
＜総会議決結果について＞
・7月3日に書面議決にて行われた通常総会が会員の過半数以上の賛成により、すべての議案が可決とな
ったことを確認した。（賛成975名、無効12名、提出無し396名）

○令和2年度の活動内容について
事業活動状況、今後の予定について内容を確認した。

石川県土木施工管理技士会だより

第2回役員会の開催

日 時 11月5日（木） 12 : 20～

場 所 石川県建設総合センター 7階大ホール（金沢市弥生2丁目1番23号）

申 込 期 限 10月5日（月）

定 員 70名（先着順）

受講対象者

・解体工事の営業所専任技術者、監理技術者又は主任技術者となる方
・平成27年度以前の土木施工管理技術検定試験（1級又は2級（種別「土木」））、建築施
工管理技術検定試験（1級又は2級（種別「建築」又は「躯体」））に合格した者
・技術士（建設部門又は総合技術監理部門「建設」）の2次試験に合格した者
※なお、上記2級試験の合格者の方が、特定建設業の営業所専任技術者又は監理技術者
となるためには、さらに解体工事に係る指導監督的な実務業務（2年以上）が必要と
なります。

※9月25日（金）開催の同講習会は、定員に達したため締め切りとなりました。
◇当講習会はCPD 4ユニット、CPDS 5ユニット対象となります。（申請中）
◇受講の申し込みにつきましては、協会HP、会員企業の皆様はグループウェアをご覧ください。その他
の問い合わせについては、下記担当者までお問い合わせください。
石川県建設業協会 事務局 坂本
TEL：076‐242‐1161 MAIL：sakamoto@ishikenkyo.or.jp
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＜継続学習制度（CPDS）について＞
・新型コロナウイルス感染拡大の影響で、継続学習制度（CPDS）の受講機会が少なくなっていることか
ら、DVD講習会、維持管理セミナー、特別セミナー、JCMセミナー等、技士会会員が数多くの講習会
を受講できる計画とした。また、県建設業協会との共催により50回程度のCPDS認定講習会を開催す
ることとした。
＜オンラインセミナーの認定条件について＞
・全国技士会連合会の施策として、新たにオンラインにて受講できるオンラインセミナーを設けられた。
このセミナーは取得制限なくCPDSを取得できるが、認定条件があることから、会員等にオンライン
セミナーの受講方法に情報提供をしていくこととした。
＜現場視察・研修会について＞
・現場視察及び研修会の開催については、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を考慮した方法で実
施する。視察場所については、当初は県外で行う予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大の影響
により、近隣県又は自県とし、実施時期は9月中旬から10月下旬までに行うこととした。
＜意見交換会の提案議題について＞
・令和3年2月下旬から3月上旬に開催の「北陸地方整備局と北陸三県技士会との意見交換会」の提案議題
について、役員から提出してもらうことを確認した。

※（ ）は前任地
●北陸地方整備局（令和2年7月1日付）

職 名 氏 名 前任地職名
北陸地方整備局 総務部長 遠山 英子 （土地・建設産業局 地価調査課

鑑定評価指導室長）

●北陸地方整備局（令和2年7月21日付）
職 名 氏 名 前任地職名

北陸地方整備局長 岡村 次郎 （大臣官房 技術調査課長）
企画部 企画調査官 田中 創 （新潟国道事務所長）
河川部 河川調査官 木村 勲 （千曲川河川事務所長）
北陸地方整備局 災害対策マネジメント室長

小幡 淳 （信濃川河川事務所 副所長）

●北陸地方整備局（令和2年8月1日付）
職 名 氏 名 前任地職名

企画部長 中野 穣治 （東日本高速道路（株） 経営企画本部
本部付部長）

金沢河川国道事務所長 近藤 勝俊 （北海道開発局 函館開発建設部
函館道路事務所長）

業 界 時 報

令和2年 人事異動（国土交通省関係分抜粋）
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労働災害発生状況
～建設業労働災害防止協会～

署別・業種別件数（令和2年分） 令和2年6月末 速報

業種別
署別 土木工事 建築工事 設備工事 計 前年同期 全産業

金沢監督署 3 （ 3）11 10 （ 3）24 （11）27 ② 269

小松監督署 4 （ 3） 7 1 （ 3）12 （ 3）15 99

七尾監督署 6 （ 2） 3 ① 2 ①（ 2）11 ①（ 5）13 ② 57

穴水監督署 2 （ 1） 1 1 （ 1） 4 （ 1） 6 34

計 15 （ 9）22 ① 14 ①（ 9）51 ①（20）61 ④ 459

前年同期 ① 19 （20）34 8 ①（20）61 ③ 462

（ ）内は木建工事 ○内は死亡者数

令和2年度 建設工事受注高調（元請）

民 間 （単位100万円）

土 木 建 築 計
令和2年度 令和元年度 ％ 令和2年度 令和元年度 ％ 令和2年度 令和元年度 ％

4月分 450 185 243.2% 3,028 1,647 183.8% 3,478 1,832 189.8%
5 月分 91 410 22.2% 983 881 111.6% 1,074 1,291 83.2%
6 月分 129 316 40.8% 1,145 2,211 51.8% 1,274 2,527 50.4%
年度累計 670 911 73.5% 5,156 4,739 108.8% 5,826 5,650 103.1%
30年度累計 915 73.2% 8,004 64.4% 8,919 65.3%
29年度累計 1,568 42.7% 10,444 49.4% 12,012 48.5%

官 公 庁
土 木 建 築 計

令和2年度 令和元年度 ％ 令和2年度 令和元年度 ％ 令和2年度 令和元年度 ％
4月分 2,316 4,391 52.7% 204 374 54.5% 2,520 4,765 52.9%
5 月分 3,535 3,243 109.0% 984 568 173.2% 4,519 3,811 118.6%
6 月分 4,789 4,127 116.0% 7,468 6,621 112.8% 12,257 10,748 114.0%
年度累計 10,640 11,761 90.5% 8,656 7,563 114.5% 19,296 19,324 99.9%
30年度累計 7,173 148.3% 2,386 362.8% 9,559 201.9%
29年度累計 4,693 226.7% 2,661 325.3% 7,354 262.4%

合 計（民間＋官公庁）
令和2年度 令和元年度 ％ 令和2年度 令和元年度 ％

4月分 5,998 6,597 90.9% 年度累計 25,122 24,974 100.6%
5月分 5,593 5,102 109.6% 30年度累計 18,478 136.0%
6月分 13,531 13,275 101.9% 29年度累計 19,366 129.7%
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令和2年8月行事予定
8月 1日（土）ドローン講習会 （金沢市七曲）
3日（月）金沢河川国道事務所 近藤所長新任挨拶

土木委員会 正副委員長会議
（金沢港クルーズターミナル）

4日（火）正副会長会議
常任理事会
全建 労働委員会（リモート会議）
土地改良委員会 全体会議

（ANAホリデイ・イン金沢スカイ）
5日（水）北陸建設青年会議 役員会 （金沢市内）

より良い工事積算に向けた意見交換会（国・県）
（石川県庁）

6日（木）北陸地方整備局との意見交換会
（ANAクラウンプラザホテル金沢）

7日（金）ドローン講習会 （金沢市七曲）
8日（土）ドローン講習会 （金沢市七曲）
9日（日）北陸新幹線建設促進石川県民会議 総会

（石川県地場産業振興センター）
18日（火）会報編集委員会
20日（木）広報・研修委員会 企画部会

石川県道路整備促進協会 意見交換会
（金沢東急ホテル）

21日（金）技士会 維持管理セミナー
土木部建築住宅・営繕課等との意見交換会

（ANAクラウンプラザホテル金沢）
白山野々市建設業協会との意見交換会

（白山野々市建設業協会）
金沢建設業協会との意見交換会

（金沢市内会議所）
26日（水）全国建産連 総務委員会

（東京 建設業振興基金）
28日（金）ドローン講習会 （金沢市七曲）

石川県公共建築事務連絡協議会
（ANAクラウンプラザホテル金沢）

北陸4県協会事務局会議
（ANAクラウンプラザホテル金沢）

29日（土）ドローン講習会 （金沢市七曲）
31日（月）事務局打合せ

令和2年9月以降の行事予定
9月 2日（水）石川県景観審議会 計画部会 （石川県庁）
3日（木）加賀建設業協会との意見交換会

（加賀建設業協会）
小松能美建設業協会との意見交換会

（小松能美建設業協会）
4日（金）正副会長会議
9日（水）羽咋郡市建設業協会との意見交換会

（羽咋郡市建設業協会）
鳳輪・珠洲建設業協会との意見交換会

（鳳輪建設業協会）

9月10日（木）七尾鹿島建設業協会との意見交換会
（七尾鹿島建設業協会）

河北郡市土建協同組合との意見交換会
（津幡町内会議所）

2級土木施工管理技術検定試験（学科・実施）
受験対策（～11日）

15日（火）県央農林安全対策協議会 安全パトロール
（予備日9／24） （県央農林総合事務所）

23日（水）農林合同セミナー
（石川県地場産業振興センター）

25日（金）登録解体工事講習
28日（月）全国建産連 正副会長会議

（東京 ルポール麹町）
全国建産連 会長会議 （東京 ルポール麹町）

29日（火）三県会長会議 （ホテル日航金沢）
10月 1日（木）2級土木施工管理技術検定試験（学科・実施）

受験対策（～2日） （珠洲建設業協会）
5日（月）正副会長会議

常任理事会
7日（水）ゴルフ大会 （能登カントリークラブ）
8日（木）建設技術報告会

（石川県地場産業振興センター）
22日（木）測量コンテスト（予備日：23日）

（金沢市ものづくり会館）
26日（月）北陸建設業協会地域懇談会 （ホテル日航金沢）

11月 4日（水）東日本建設業保証 役員・参与懇談会
（東京 パレスホテル東京）

5日（木）正副会長会議
13日（金）地区協会研修会 （七尾市内）
16日（月）全建協連専務・事務局長会議（東京 如水会館）
20日（金）土地改良委員会 現場研修会（予備日12月2日）

（橋梁工事（門前町））
25日（水）全建 全国会長会議 （東京 経団連会館）
27日（金）建退共説明会

令和3年
1月18日（月）協会・組合合同新年祝賀会 （ホテル日航金沢）

会 員 の 異 動
今月は届出はありませんでした。なお、変更等があった時点で届出頂くようお願い致します。

県協会からのお知らせ

「協会報」への随筆等投稿（お願い）

①随筆文字数 400字詰め原稿用紙3枚（1,200字以上）
②投稿の期日 毎月25日頃（翌月号の編集締切り）
③協会報の発行 毎月1日発行

（毎月10日前後納入、会員送付）
④謝礼 投稿頂いた記事について薄謝贈呈

（注）お問い合わせは、
（一社）石川県建設業協会事務局広報担当
TEL 076-242-1161（代）内線40番
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石川県総合建設業協同組合
損 害 保 険 ジ ャ パ ン 株 式 会 社
損保ジャパンパートナーズ株式会社

TEL 076-231-7787
FAX 076-231-7766
〒920-0919 金沢市南町5-20
 中屋三井ビル2F

（一社）金沢建設業協会
《行事予定》
8月 4日（火） 監理技術者講習会

役：常任理事会
5日（水） 第2回技術社員研修会
6日（木） 建：役員会
7日（金） 青：情報発信セクション
20日（木） 青：幹事会

《お知らせ》
9月30日（水） 第3回技術社員研修会

（一社）加賀建設業協会
《行事予定》
8月 5日（水） 南加賀土木総合事務所との意見交換会
6日（木） 大聖寺土木事務所 道路クリーン作戦
中旬過ぎ 8月役員会

（一社）小松能美建設業協会
《行事予定》
8月 6日（木） 道路クリーン作戦

建築委員会
9日（日） 北陸新幹線建設促進石川県民会議
25日（火） 健康診断（～26日）

《お知らせ》
9月12日（土） 梯川清掃活動
22日（火） こまつ乗りもの動物園

（一社）白山野々市建設業協会
《行事予定》
8月 3日（月） 土木委員会
4日（火） 青年委員会
6日（木） 道路クリーンキャンペーン
24日（月） 理事会

河北郡市土建協同組合
《行事予定》
8月 7日（金） 令和2年度道路クリーン作戦
25日（火） 県央土木総合事務所との意見交換会

（一社）羽咋郡市建設業協会
《行事予定》
8月 7日（金） 羽咋土木管内道路クリーン作戦

《お知らせ》
9月 1日（火） 監理技術者講習会
10月下旬 農林工事安全パトロール（予定）
11月上旬 こども除雪車ふれあい教室（予定）

（一社）七尾鹿島建設業協会
《行事予定》
8月 7日（金） 道路クリーン作戦ボランティア

（七尾市・中能登町）
下旬 理事会

（一社）鳳輪建設業協会
《行事予定》
8月 5日（水） 道路おもてなしクリーン作戦

（一社）珠洲建設業協会
《行事予定》
8月 6日（木） 道路おもてなしクリーン作戦
7日（金） 理事会

地区協会からのお知らせ
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感染拡大防止対策支援金（補助金）のお知らせ

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受けている組合、事業者が営業継続・再開に向け導入する感染拡大
防止のための取り組みを支援します。

補助対象者

石川県内に主たる事業所等を有する中堅・中小企業等 ※個人事業主を含む
※事業協同組合等も対象となります。
※「小規模事業者感染拡大防止緊急支援費補助金（受付期間：5／18～6／30）」の申請者であっても、内容
が異なれば本補助金への申請は可能です。（ただし、内容が同一（重複）の申請は不可）

※補助対象要件の詳細は、公募要領等でご確認ください。

補助上限額・補助率

補助上限額 1事業者あたり50万円 補助率 4／5

※申請後、審査を経て採択されることが条件となります。

申請受付期間 令和2年7月1日（水）～9月30日（水）

補助対象経費

令和2年4月21日以降に事業開始（契約・発注）した取り組みで、感染拡大防止策として、飛沫感染防止の
ための資材等を新たに導入するために必要な経費（消費税抜）
※令和2年4月21日～12月31日までに支払行為が完了するもの。
※事業費は5万円（税抜）以上
（具体例）
・客と店員を隔てる遮蔽のためのビニールカーテンや衝立の購入及び設置に係る経費
・客同士の距離を保つための庄表示の資材購入に係る経費
・カウンターやテーブルの改修に係る経費 等

【補助対象外経費】
人件費・家賃等の固定経費、損失補てん、借入に伴う支払利息、公租公課、不動産購入費、官公署に支払
う手数料等、振込手数料、飲食・接待費等

申請・相談窓口

石川県中小企業団体中央会 〒920‐8203 金沢市鞍月2丁目20番地 石川県地場産業振興センター新館5階
TEL 076‐267‐7711 FAX 076‐267‐7720
URL http : //www.icnet.or.jp（申請書はこちらからダウウンロードできます。）
※申請書類は、郵送でご提出ください。

関係機関からのお知らせ

石川県中小企業団体中央会より
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